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保管用 

保記書別添付 


♦このたびは、ノ くナソニック製品をお買い上げいたださ、 

まことにありびとラございまず。 

♦取扱説明書をよくお読みのラえ、正しく安全にお使いください。 

♦ご使用前に「安を上のごま意」 （4 〜己ぺージ）を必ずお読みください。 

♦保証書は、「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を確かめ、 
取扱説明書ととちに大切に保管してください。 

















お持ちの商品の 
機能をご確認 < ださい。 


EP 1280 EP 1080 


基本機能 

自動 コース •クイック巳分 コース 

• 

参 

お好み動作 

• 

• 

調節機能 

上半身マッサージの速さ 

• 

• 

上半身マッサージの位置 

• 

• 

エ アー 
マ ッサー ジ 

脚•足裏マッサージ 

• 

— 

ストレッチ 

脚ストレッチ 

• 

— 

その他 

U クライニング角度調節 

• 

• 

脚のせ台角度調節 

• 

• 

枕 

• 

参 
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♦故障かな？と思ったとさ . 24 

参再捆包のとさ . 26 
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お断0 

この取扱説明書の中で使用している 
本体や操作器のイラストは、一部を 
除いて EP ] 280を使用しています。 
あらかじめご了承ください。 
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ご使用前に 


安全上のご注意 


G 化ずお守り<ださい) 


人への危害、財産の損害を防止ずるため、ぶ、ずお守りいただくことを説明していまず。 
■誤った使い方をしたとをに生じるを害や損害の程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 

「死亡や重傷を負ラおそれがある内容」です。 

A 注意 

r 傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


■お守りいただく内容を;欠の図記号で説明していまず。（:欠は図記号の例でず) 


0 

してはいけない内容です。 


〇 

実行しなければな5ない内容でず。 



A 言告 

A 

• 医師の治療を受けているとさや下記の人は必ず医師と相談のラえ使用ずる。 

(1) ぺースメーカーなどの電磁障害の霞響を受けやずい体内植込型医用電気機器を使用している人 

(2) 悪性しゆよう（腫瘍)のある人 

(3) む臓に障害のある人 

(4) 巧娠中や出産直後の人 

(已)糖尿病などによる高度な末梢循環障害による知覚障害のある人 

(己)骨粗しょう症の人、せきつい(育椎)を骨がしている人、捻挫、肉離れなどの急性とう（疼)痛性 
を患の人 

(7) 施療部位に創傷のある人 

(8) 体温 38 °CL ソ上(有熱期)の人(例：急性炎症症状[けん怠感、悪寒、血圧変動など）の強い時期。 

易がしているとさ。） 

(9) 安静を必要とずる人や著しく体調のずぐれないとき 

(10) 背骨に異甫のちる人、曲がっている人 

(11) 椎間板ヘルニア症の人 

(12) 上記に(外に身体に特に異常を感じているとき 

守日ないと事故や体調不良をおこずおそれびありまず。 

必ず守る 

•使巧中に身体に異常がちらわれたり感じたとさや使用してち効果がおらわれない場合は、直ちに使用 
を中止し、医師にホ目談ずる。 

守日ないと事故や体調不良をおこずおそれびありまず。 


• マッサージ使用中や背ちたれ、脚のせ台を動かずとさはおず周囲（椅子の後部-下部-前部-側部） 

に人やぺットびいないことを確認ずる。 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 


•ご使用前には、必ず背クッションを上げて、本体の巧地び破れていないか確認する。また、その他の 
部分にもな地の破れびないか確認する。（どんなにルさな破れでも、直ちに使用を中止し、電源プラグ 
を抜き、修理を依頼してください） 

布地び破れた状態で使用するとけびや感電のおそれびあります。 


•はじめは弱い刺激でマッサージずる。また、マッサージは1回1已分に(内に。また、同一箇所への使用 
は已分に(内にずる。 

守日ないと逆効まやけびのおそれびあります。 


•使用後は必ず電源スイッチを「切」、施錠スイッチを「閉」にし、施錠キーを巧く。 

守日ないと子 f 共のいたず日による事故やけびのおそれびあります。 
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A 警告 

〇 

必ず守る 

• 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

守日ないと感電や発熱による火災の原因になります。 

• 電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守日ないと湿気等で絶縁不良となり、火災の原因になります。 

尽 

•巧の人は使用しない。 

医師からマッサージを禁じられている人（例：血を（塞を）症、重度の動脈りゅラ（瘤)、 

急性静脈りゅう（瘤)、各種皮膚炎および皮膚感染症[皮下組織の炎症を含む]など。） 

症状を悪化させるおそれびありまず。 

• 首周辺をマッサージするとさは、をみ玉の動さにミち意して、首の前方や過度に強いマッサージはしない。 
•背もたれやひじ掛けの上にのらない。 

•お子様に使わせない。また、本体の上で遊ばせたり、座面•背もたれ•ひじ掛けの上にのらせない。 

• 自分で意思表示びできない人、または、自分で操作できない人は使わない。 

事故やけびのおそれびあります。 

• コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや交流100 VL ソ外での使用はしない。（海外でのご使 
用や変圧器を用いたご使用はできません。） 

感電-故障や発熱による火災の原因になります。 

•電源コード•電源プラグを破損ずるようなことはしない。（傷つけたり、力〇エしたり、熱機器に 
近づけたり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、重い物をのせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電-ショート-火災の原因になりまず。電源コードや電源プラグの修理は、 
販売店または r 修理ご相談センター」にご相談ください。 

めれ手禁止 

•めれた手で、電源プラグのなさ差しはしない。 

感電の原因になります。 

. 分解禁止 

•絶対に改造しない。また、ご自分で分解したり、修理をしない。 

発火したり、異常動作して、けびをするおそれびあります。 


A ま后、 

〇 

必ず守る 

• 現在健康でち下記のよラな人は必ず医師と相談のラえ使用ずる。 

( 1 ) 加齢により筋肉の衰えた人や瘦身の人 

(2) 骨や内臓に起因ずる腰痛の人 

(3) 巧ち身やねんざのしやずい人 

(4) 乗物酔いの激しい人 

(己)過去にむ臓や内臓の手術をされた人 
守日ないと健康をそこなラおそれびあります。 

• ちみ玉が収納位置にちることを確認してから座る。 

•本体に異物がはさまっていないか確認してから座る。（背ちたれ、脚•足裏マッサージ部に異物び 
はさまっていないか確 ifi ずる。） 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 

• 頭部につけた髪かざりなどの硬いちのははずしてか5座る。 

守らないとけびのおそれびありまず。 

• マッサージ中に本体から降りるときは、必ず動作を止めてから降りる。 

守らないと事故やけびのおそれびあります。 

• 電源プラグを巧くとさは電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って巧く。 

守らないと感電やショートのおそれびあります。 

•安をのためにアースを確実に取り付ける。 （ P .1 1参照） 

守らないと故障や漏電のとさに感電のおそれびありまず。 


ご使用前に 


已 









































ご使用前に 


安を上のご注意 


A 注意 

〇 

必ず守る 

•キャスターで移動ずるとさは、周囲の障害物を取り除さ、背ちたれを完をに起こした状態で脚のせ台 
を腰より低く持ち上げ（巧から約 80 cmJ ； rF )、 ゆっくり移動ずる。 

守日ないと転倒による事故やけびのおそれびありまず。 

• 水平な場所で使用ずる。 

守らないと本体び倒れて事故のおそれびあります。 

• 動かない場合や、異甫を感じたとさは使用を中止し、ずぐに電源プラグを巧いて点検修理を依頼ずる。 

守らないと感電や発火のおそれびあります。 

•本品の使用によって発疹、発赤、かゆみなどの症状びあらわれた場合は、使用を中止し医師に相談ずる。 

守日ないと事故や体調不良のおそれびありまず。 

• 施錠キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守日ないと誤飲やいたずらによる事故やけびのおそれびあります。 

•枕を背クッションに正しく取り付けて使用ずる。 

守日ないと、面ファスナーび毛髪にからみついたり、肌にこすれることによるけびや、巧服を傷める 
おそれびあ 0 ます。 


• 他の治療器と同時に使用しない。 

事故や体調をくずすおそれびあります。 

•脚のせ台び完をに下びっていないとさに、脚のせ台の上にのったり、立ったり、物をのせたりしない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したり ( EP 1 28 □のみ）することによる事故やけびの 
おそれびあります。 

•もみ玉に頭、おなか、素肌をあてない。また、もみ玉に手や脚をはさまない。 

•脚-足 裏 マッサージ部にひざをはさまない。 

•使用中におらない。 また' 飲酒後の使用はしない。 

事故やけびのおそれびあります。 

•下記のよラな本体の隙間に手や脚を入れない。 

(1) 背もたれと座面-ひじ掛けの隙間 

(2) 脚のせ台と座面•ひじ掛けの隙間 

(3) 座面とひじ掛けの隙間 

• 脚のせ台の 裏側 や脚のせ台と巧の間に手•指-脚や頭を入れない。 

•マッサージ使用中に電源プラグを巧いたり、電源スイッチを「切」にしない。 

けびのおそれびあ 0 ます。 

•人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故やけびのおそれびありまず。 

•ホットカーぺットなどの暖房器具の上で使わない。 

火災のおそれびあります。 

0 

水場使用禁止 

• ミ谷室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因になりまず。 

水めれ禁止 

• 本体や操作器には水などをこぼさない。 

感電やショート、故障の原因になりまず。 

鬟 

• お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから巧く。 

感電ややけどのおそれびありまず。 

• 停電のときは直ちに電源プラグを巧く。 

停電復帰時、事故やけびのおそれびあります。 

• 使用時に(外は電源プラグをコンセントか5巧く。 

ホコ U や湿気で絶縁劣化になり、漏電火災の原因になります。 ■ 


巨 


はじめに(設置場所にごいて) 


箱か5出す前に、設置する場所を決めておいてくださし、。 


リクライニングでをるスペースを 
確保してください。 


A 注意 




>ミ谷室など湿気のをい場所で使わない。 

感電や故障の原因になります。 


>水平な場所で使用ずる。 

守 b ないと本体び倒れて事故のおそれ 
びありまず。 


>ホットカーぺットなどの暖房器具の上 
で使わない。 

火災のおそれびあります。 


♦直射日光び毎日長時間あたるところや、 

暖房器具の近くなど高温になるところへの 
設置は避けてください。 

合成皮革び変色したり、変質するおそれび 
ありまず。 

参たたみや床を傷つけることびありますので、 

本体の下にマツトなどを敷くことをお勧め 
します。本体と脚のせ台び接地する部分を 
覆える大きさ撮低;1 2 C ) cmx 70 cm ) の 
ちのをご用意ください。 

参コンセントの近くに設置してください。 壁などか日 

1 OcmiiLh 離す 


/i 


お引越しなどで 
再姻包ずる場合は 
26 ページを 
ご覧ください C 



脚のせ台び接地する部分本体び接地する部分 

※イラストは EP 1 吕日〇でず。 EP 1 0日□も同様のスぺースび化要でず。 


ご使用前に 
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ご使用前に 


各部のなまえとはた b を 


※イラストは EP1 280です。 


本体 



操作器コード 
固定用面ファスナー 


表側 


操作器ケース 
•左ち両側にありまず 


脚のせ台 


r 脚•足裏マッサージ部 

•エアー(空気）による 
マッサージ機能 
( EP 12 S 0 のみ） 


•テレビを見るとさなど、 
くつろぐときに便利 
•高さ調節可能 （ tt ^ P . 13参照) 
•枕の着脱可能1参照) 


背クツシヨン 

マツヴージび弱 < 感じる場合 
は後ろにはね上げて使用 
(厮 P .22 参照） 


ひじ挂卜け 


〔 足裏指圧シート 


参裏面に「ずべり止め」付き 
♦位置を微調節可能 
•着脱可能 


ちみ玉収納位置 


参背ちたれの最上部 


d 枕取付け面ファスナー 


参枕の着脱可能 （ D ：^ P . ll 参照) 


( EP 1 吕80のみ) 
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背クッシヨン 
取付けフ アスナー 


>背クッションの着脱可能 
(廣 P .1 1参照） 


取っ手 


裏カバー 


背もたれストッパー穴 


(徑 = P .26 参照) 


ミち意シール 


定格シール 


電源コード 


>電源コード長さ約2.0 m 


アース 端子 


(徑 = P . l 1参照) 


裏側 



電源スイッチ 

施錠スイッチ 

施錠 キー 

施錠キータグ 
•お子様の 
誤飲防止用 


電源 ■ 

I 1 L 



/プラグ ■ 

り 


キヤスタ 


操作器 


I 切/入ボタン 

•操作器の電源の 
r 则「入」に使用 


停止ボタン 


•マッサージの即時 
停止に使用 


脚のせ台ボタン 


•脚のせ台だけの角度調節 


巧り時間ランプ 


>マッサージの残り 
時間を表示 



階 

1 1 





1 1 

1 1 

姑 


三。 


を 自動 コースを お好み動作 ド 


リクライニングボタン 
参背ちたれ-脚のせ台 
のち度調節に使用 
(厮 P . 13参照） 


自動 コース /お好み 
動作状態表示ランプ 


自動 コース ボタン 


S 動つース 


ソフト指圧□ミ□ミ背スッキリ 


>自動コース時に使用 


カバー 


部位集中ボタン 


ウィックが 


腰集中 


お好み動作ボタン 


•マッサージの重点 
選択に使用 


たたき切/入 


•お好みの動作選択に 
使用 


速さボタン 


たたさ切/入ポタン 


肩位置 

瓜 


肩位置調節ランプ 


•上半身のお好み動作 
の速さを己段階に調節 

~ 速さランプ ~ 


肩位置調節ボタン ー 


脚ストレッチ （ 弱0 0 0強 V 
\ 切/入 併巧 ニク-^ / 

/ •上半身のお好み動作 

\ ( 脚ストレッチ弱。。。強 ) 

\ \ 切/入脚マッサージ / 




/ のちみ玉位置を調節 

\\ r \ n \ し 


脚ストレッチボタン ー 

\\ P^asonic // 

脚マッヴージ強さ 

参脚ストレッチの 
切/入に使用 
( EP 1 280のみ） 

EP 1280 ノゾ 

ランプ 

脚マッサージボタン 

一/ カパーを 


参脚エアーの切/入と 
強さ3段階の調節 

閉じた状態 


( EP 12 S 0 のみ） 

自動 コース を使うとき 




(厮 P . 14参照） 


カパーを 
開けた状態 


お好み動作を使ラとき 

( tt ^ P .16 参照） 


ご使用前に 
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使いかた 


設置する/組み立てる 


※イラストは EP1280 です。 


1) お包箱を開けて背ちたれを起こす 


A 注意 


•背ちたれを起こずときは、背ちたれと背ちたれ 
ストツパーの間や、背もたれとひじ掛けの間に、 
手や足などを入れたりしない。 

守 b ないと挟まれてま故やけびのおそれびあります。 



S ぶ^ 徊包箱の上箱を 
U 開ける 

♦捆包状態では、 

背ちたれは折りたたまれた 
状態になっています。 


緩衝材、包装袋を取り除さ、 

巧 付属品などを取り出す 

S 各 P 背もたれの上側を持って 

S 裝まそ起とす 

♦背ちたれの上側を両手で支えなびら、矢印の 
ろ向に最後まで起こしてください。 

(下側を持つと指などを挟むおそれびあります。） 
♦背ちたれを起こすとさは電源を入れないでくだ 
さい。 

♦電源コード、操作器 

コード等を 挟まない、 4 卜側 

よう鶴する。’ 



背ちたれ 
心 ストッパー 

乂やペットび 
いないか確認 


2) 本体と付属品を巧詔する 



六角レンチと取付ネジ 
旧本）のセット 


背クッション施錠キー （1 本) 




〇出荷時は電源 
ボックスの 
施錠スイッチ 
に差し込んで 


あります。 

ひじ掛けに本） 


参取扱説明書の 
パッケージに 
入っています。 




枕 



3) 商品を搬入する 


A ま后、 

\ 

•人をのせたまま移動しない。 

転倒による事故のおそれびあります。 

J 


重量物ですので搬入移動時には腰などを痛めないよラに 
ご注意ください。（必ず2人で運んでください。 
EP1280:約已9Kg EP1080:約已4K邑） 


持ち上げて 


•前後から二人で、脚のせ台と裏カノ（一の取手を持って 
移動します。 

※本体を落とすと床をキズつけるおそれびあります 
ので、しっかり持ってください。 



EP1080 持〕 


キヤスターを使って 


♦脚のせ台を持って、椅子の前側を持ち上げ、キャスター 
で移動します。 

♦ちみ玉を収納状態にし、背ちたれを起こしておくと移動 
しやす< な0ます。 


※床をキズつけるおそれびありますので、7ットなどを 
敷いてゆっくり移動してください。 

※張地部分は持たないでください。 / 一一\ 



EP1080 
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EE 

S 接 


ひじ掛けを本体に取り付ける 


ひじ掛けを取り付ける 

(張地を傷付けないよラごを意ください） 

① 面 ファスナーを外す 

② ひ じ掛けのファスナーを完全に外す 

③ 左ちどちらのひじ挂卜けか確認する。ひじ掛けの 
前後の向さち確認する 

(イラストは左ひじ掛けです。ちひじ掛けには 
「前」「ち」「を」の刻印びあります） 

※左ひじ挂卜けは座って左側の位置に取り付ける 



④ひ じ掛けの凸部と本体の丸巧を合わせて、 

張化を挟まないよ5に本体にはめ込む。 
挟まった場合は傷を付けないよラに引さ出す 



Step 取付ネジでひじ掛けを固定する 

0 りつのひじ掛けに計4力丽 

ひじ掛け側面の張地をめくりあげ、六角レンチの先に 
取付ネジをつけて差し込み、ネジ止めする。 

(はじめに4力巧のネジを軽く締めたあと、増し締め 
してくださし、） 

※ネジが入らない場合は、ひじ掛けを上から押しなびら 
ネジ止めして < ださし)。 


使用ずるネジ 

取付ネジ 


X4 本（左ちひじ掛け用計8本） 



Step ひじ掛け下部のフ アスナーを 閉める 


S 嫁 


フ ァスナーの 両端をしまラ 

① ファスナーの端を内側に折り返す 

② ファスナーのつまみ部分を面ファスナーで固定する 



己）操作器コードを固定する 



参操作器の付け根から約4已 cm の位置 
で、左ちどちらかの操作器コード固 
定用面ファスナーで固定してくださ 
い。 

※背ちたれを倒したときに、操作器 
コードの長さにホ裕びあることを 
確認してください。 

(イラストはちひじ掛けに固定する場合） 


ン-枕を取り付ける 


① 背 クッシヨンをファスナーで取り付ける 

② 枕を面ファスナーで取り付ける 

① 





アースを取り付ける 


A 注意 


♦安をのためにアースを確実に取り付ける。 

守 b なした故障や漏電のときに感電のおそれびあります。 


源コンセントにアース端子びある場合 


市販のアース線を本体のアース端子(ネジ)と電源コンセントの 
アース端テに取り付けてください。 

(アース線は付属していません。銅線（直径].日 mm) を 
お買い上げの販売店でお求めください） 




アース端子 
(ネジ） 


電源コンセントにアース端子びない場合 


お買い上げの販売店、電気工事店に相談し、アースエ事 
(□種 < 第王種 > 接地工事)をしてください。 

(アースエ事費は本製品の価格には含まれておりません） 

取り付けてはいけないところ 

♦ガス管： 爆発や引火のおそれびあります。 

参電話線や避雷が： 落雷のとき、感電や引火のおそれびあります。 
♦水道管： 途中びプラスチックの場合はアースになりません。 


ご使用前に 















































































































































使いかた 


マッサ-ジの準備(毎回) ※イラストは EP1280 です。 





周囲を確認する 

♦周囲に人やぺットびいないか、物を置いて 
いないか確認する 



Step 電源コードや電源プラグを 
© 確認する 


A 警告 


• 電源プラグのほこり等は定期的にとる。 

守らないと、湿気等で絶縁不良となり、火災の原因 
になります。 

ほこりは乾いた巧でふいてください。 


•電源コード•電源プラグを破損ずるようなことはし 
ない。 (傷つけたり、加工したり、熱機器に近づけ 
たり、お理に®げたり、ねじったり、弓Iっ張ったり、 
重い物をのせたり、束ねたりしない。） 

傷んだまま使用すると、感電•ショート•火災の原因 
になります。 

電源コードや電源プラグの修理ま、販売店または r 修 
理ご相談センター」にご相談ください。 



本体の電源を入れる 

① 電源プラグを差し込む 

② 施錠キーを使って施錠スイツチを 
「亂にする 



※お買い上げ時は施錠スイツチは「開」、電源 
スイツチは「入」になっています。 


A 警告 


• 電源プラグは根元まで確実に差し込む。 

守らないと感電や発熱による火災の原因になります。 


• コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや 
交流10 0V じ(外での使用はしない。 

(海外での使用や変圧器を用いた使用はでさません。） 

__感電•故障や発熱による火災の原因になります。_ 

• めれた手で、電源プラグの巧を差しはしない。 

感電の原因になります。 


S 接 


本体を確認する 

① 布地に破れびなし、か確認 
する 

② 本体に異物びはさまって 
いないか確認する 
• 機種によって確認する 

部分は異なります。 

③ ちみ玉び収納位置にある 
ことを確認すな 

ちみ玉び収納位置にない 
产 A 

脚/入]を2回巧すと 
収納位置に戻ります。 

④脚 のせ台び完全に下びった状態にあることを確認する 



A 警告 




• 使用前には、必ず背クッションを上げて、本体の巧 
地び破れていないか確認ずる。（どんなにルさな 
破れでち、直ちに使用を中止し、電源プラグを巧を、 
修理を依頼してください。） 

布地び破れた状態で使用するとけびや感電のおそ 
れびあります。 


A 注意 


•本体に異物びはさまっていないか確認してから座る。 
(背もたれ、脚•足裏マッサージ部に異物びはさまつ 
ていないか確認ずる。） 

守 b なし、と事故やけびのおそれびあります。 


■もみ玉び収納位置にあることを確認してから座る。 

守日なし化事故やけびのおそれびあります。 


• 脚のせ台び完全に下がっていないとをに、脚のせ 
台の上にのったり、立ったり、物をのせたりしない。 

本体び転倒したり、脚のせ台の足先部び回転したり 
ずることによる事故やけびのおそれびあります。 


• 枕を背クッションに正しく取り付けて使用ずる。 

守日ないと、面フアスナーび毛髪にか日みついたり、 
肌にこすれることによるけびや、あ服を傷めるおそ 
れびあります。 
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Step 椅子に座る 


♦枕の下端びちの位圏こくるように枕の位置 
を調節する（目安） 

♦枕の位置びほすざると、首周辺のマッサージ 

^幅 




拭:取付け面ファスナー 


マッサージのコースを選ぶ 


自動.クイック已分コースで 
マッサージしたいと去は ••• 


■もが a 化 

ono ^ 


なきり.入 


操作器の 

カバ- を閉じて 

14ぺージへ 


Spo JJ 

、\ PaniMnlc け 


上半身をお好みの動作で 
マッサージしたいとをはI 



操作器の 

カバ-を 開いて 
16ぺージへ 


下半身をお好みの動作で 

マッサージしたいときは… （EP1 吕 SO のみ） 


も記 Step7 で椅モを 
調節したあと 
操作器の 

ド自15 で操作ずる 
18ぺージへ 



S 獲 

必要に応じて 


椅子を調節する 
リクライニング角度を調節ずる 

コース選択後は自動的にリクライニングしまずので、 
む下の場合に調節して<ださい。 

♦椅子のみでご使用の場合 
♦コース選択後、微調整したい場合 
♦下半身をお好み動作でマッサージする場合 


養 g 议のみ U クライニンヴ 

日。係^ 


口白* U — 乂/〇おけ灯の ! ’P 



脚のみ リクライニング 


凹 


巧している間、動をまず。 

( 「ピピピッ」と鳴るまで） 

♦脚のせ台は少し遅れて動さ出します。 



脚のみ 

すが二 



よ JT 



U クライニング 





《リクライニングは椅子の角度調節のための機能です。 

連続上げ下げや他の目のなどには使用しないでくださし、。 


使いかた 
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使いかた 


自動コース•クイック己分コースで7ツサージ 


※イラストは EP 12 S 0 です。 



唁 自動コースの招; 







こりはじめのちや、疲れびめけな 
いちに… 

ソフト指圧やゆつくりとしたたたきなど 
でポイントを丹念にほぐす コース です。 

疲労を感じたときや、やさしい刺 
激びお好みのちに… 

手のひ5感覚のさすりマッサージや 
□ sns (八ワイアンマッサージ)を 
ベースに I 」ゾート感覚の「リラクゼー 
シヨン」をイメージしたコースです。 

デスクワークや家事で姿勢び悪く 
疲れやずいちに… 

背すじ伸ばし、おし、脚ストレッチ 
で全身の筋肉を伸ばし、硬くなつ 
た背骨関節を動かすよラにこねほ 
ぐし姿勢をシャキッとさせ、体を 
疲れにくくします。 

短い時間で全身を軽< ほぐしたい 
とさに… 

已分間で全身にいろいろな動作の 
マッサージを行ないます。 


[切/入]を巧す 

♦[切/入]ランプび点灯します。 

% P お好みの自動 コース 選択ボタンを押し、 
マッサージをはじめる 

♦点滅しているボタンから選びます。 

♦椅モび自動的にマッサージポジシヨンになります。 
♦途中で他のコースやお好み動作のボタンを巧すと、 

そのボタンの コースに 変更されます。 

椅子に深く腰かけ、頭を枕につけるよう 
にゆったりとちたれる 

肩位置をちわせる 

♦約2□秒間、肩位置ランプび点滅し、ちみ玉び肩付近で 
ソフト指圧動作を行ないます。その間に上のちみ玉び 
肩に軽く当たるよラに調節してください。 

お巧みに合わせて 

% P 重点部分を選択する 


自動 コース 中のたたき動作をなくす 

♦[たたさ切/入]を巧すたびに、たたさ動作有り/ 
無しび選べます。 

脚のマッサージを調節する 拒 P 1280 のみ) 

tt ^ P .18 「お好みに合わせて」参照 




マッサージ終了後、自動的に停止 

♦マッサージを開始してから約]已分で自動的に停止します。 
♦ちみ玉び収納位置まで自動的に戻ります。 

♦脚のせ台び自動的に下びります。 

♦再度ご使用される場合は[切/入]を巧してください。 
♦続けてご使用の場合は] 0分む上休憩することをおすすめ 
します。 

透中で お 了したいとを 
[切/入]を押す 

♦ちみ玉び収納位置まで動さます。 

♦自動で I 」クライニングび戻ります。 

(背ちたれはちみ玉び停止してから動さます） 


ただちに停止したいとを 

[停山を巧す 

すべての動作びその場で停止します。 
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Step 


について’ 


♦各コースのおおまかな内容 参照 
•脚マッサージち同時にはじまります。 

途中で脚マッサージの強さを変更したり、停止した 
りすることちでさます。 D ^ P .18 参照 


♦各コースのボタンを巧すと、 
より I 」ラックスでさるよラに 
U クライニング角度び、 
自動で変わります。 

EP 1 吕80の場合 
約30°上がる 
EP 1080の場合 
約6己°上がる 



約 11。 
倒れる 


Step 

〇 について’ 



上に移動 


下に移動 

肩の置 


高すざる 

適切 履に軽く当たる） 

低ずざる 

身長の目安 




約1 85 cm 
約1巨 Ocm 
約140 cm 


己段階（上下約 10 cm の範囲）まで調節でさます。 

(調節してち合わないとさは体をずらしてください） 

参マッサージ中でち変更でさます。 

♦マッサージ中に U クライニング調節したとさや座る 
位置を変えたとさは肩位置びずれますので、再度、 
位置を調節してください。 


肩位置び合わないとさは下記の方法をおすすめします。 



S 


S 






tep 


について‘ 


首■集中 


クイック汾 


腰集中 


〇口《 


巧ず 


♦背-腰ち多か マツ 
サージします。 

解除したいとき ••• 

参再度ボタンを巧し 
てください。 


首肩集中 

ワイック汾 

腰集中 

1〇 

V 

口 

み 


巧ず 


参首.肩ち多か マツ 
サージします。 

解除したいとき ••• 

参再度ボタンを巧し 
てください。 


tep 


について’ 



巧ず 


ル柄な体格の方は 

♦脚のせ台を上げると 
足裏びつさやすく 



①脚ストレッチを 
mi にする 

♦「入」だと調節して 
ち元の位置に戻り 
ます。 

大柄な体巧の方は 

♦脚のせ台を下げると 
姿勢び楽になります。 


0 


を巧 



射 -が媽歸にっ 娠匡 


襲 

0 -約1已分 

目 


巧り時間 


| 9 -- 約9分 
3 約3分 


>マッサージの残り時間を 
ランプの点滅で表おします。 

H 已分（クイック已分コース 
のときは下から2番目のラン 
でから始まり、約3分刻み 
で上から順にランプび消な 
していさます。 

>残り1分で、点滅びまく 
なります。 


足裏がつくように脚のせ台を調節ずる ( EP 1 280 のみ) 


首肩を重点のにマッサージしたいとさ 


身長び1 40 cm 未満または18己 cmLU 上のち 


肩位置ともみ玉の位置の合わせかた 


マッサージポジシ: 


選択した自動コースびはじまる 


匿を重点のにマッサージしたいとさ 


f - 

、 


♦足裏部を回転させて 

ぐた 

脚を広くマッサージ 


することちでさます。 

1 ' 

J 


1 己 


使いかた 




































































































































使いかた 




首筋か日肩をほぐしたいちに ••• 

もみあげるよラな感覚でじっくり 
はさみこむよラにほぐします。 

全身をほぐしたいちに ••• 

外側へ押し出すよラに、ゆるやか 
に、左ち交互に巧していきます。 


背中を広くほぐしたいちに’’’ 

肌を滑らすような感覚で I 」ズミカ 
ノタルにほぐします。 
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背を•運をやさしくほぐしたいちに… 

両手で円を描くよラに背筋を1」ズ 
ミカルにほぐしていきます。 

こりのポイントを巧したいちに" • 

親指感覚でじっく0と左ち交互に 
上下にこねるように押していきます。 

しっかりとほぐしたいちに‘ •• 

こぶしのよラな感覚で「トントン」 
と1」ズミカルにたたいていきます。 

背ずじを全体的に伸ばしたいちに" • 

首か b 腰まで背すじを全体的に 
上下します。 

背ずじを集中的に伸ばしたいちに • • • 

背すじを部分的に上下します。 



お巧みに合わせて調節する 

「ピピピッ」と音び鳴るまで調節できます。 

Step ちみ玉の上下位置を調節する 



S 鼓 
1 


上 


ちみ玉の幅を調節する 

狭く 


下 



広< 


動作の速さを調節する 


己段 ホ 


速< 
遅< 


S 獲 


マッサージ終了後、自動的に停止 

♦マッサージを開始してから約]已分で自動的に停止します。 
♦ちみ玉び収納位置まで自動的に戻ります。 

♦脚のせ台び自動的に下びります。 

♦再度ご使用される場合は[切/入]を巧してください。 
♦続けてご使用の場合は] 0分！;(上休憩することをおすすめ 
します。 

透中で終了したいとを 
[切/入]を押す 

♦ちみ玉び収納位置まで動さます。 

♦自動で U クライニングび戻ります。 

(背ちたれはちみ玉び停止してか日動さます） 


ただちに停止したいとを 
[停止]を}甲す 

すべての動作びその場で停止します。 



上半身をお好み動作で7ツサージ滯緊蘇巧 



Step [切/入]を巧す 


• [切/入]ランプび点打します。 

♦お好み動作のすべてのランプび点滅します。 


t お好み動作を選択し、 
マッサージをはじめる 


♦選択したボタンび点灯します。 

♦椅子び自動的にマツサージポジシヨンになります。 
微調整したい場合 c ^ p . l 3参照 


1〇奪 



W 


について’ 


動 

作の組み合わせ例 

■ 

■ 

^動作の切り替ぇ例 


複数の動作を組み合わせることができます。 

(「ちみ」と「おし」など同じ巧の中での組み合わせはでさません） 

巧 !II 「ちみ」と「たたさ」の組み合わせ 




J 「たたさ」を押す づ点灯 

例 2 さらに「背すじ伸ばし」を組み合わせ 



r 背ずじ伸ばし」を巧すづ 点な 


例 3 再び惜すじ伸ばし」を切りにする 

「背すじ伸ばし」を巧すづ 消灯 



例1 「もみ」から「□ミ□ミ」へ、同じ枠の中での切り替え 



电み おし 



例 2 他の枠への動作切り替え 



「□ミ□ミ」を巧す 

づ 点灯び移動 


电み おし 




部分伸ばし 



「たたき」を巧ず づ点好 「もみ」を巧ず づ 消な 

• 「もみ」と「たたを」を組み合わせたあと、「もみ」 
を切ります。 


Step 


について‘ 


ちみ玉の上下位置を調節するとき 


M 回巧すとかし（約]已 mm ) 動さ、長巧しすると 
ボタンを離すまで動さます。 


慢し福ぎ的止タイ 巧 一炯識 


S 鼓 


について‘ 


もみ玉の幅を調節するとき 


♦たたさ、ソフト指圧、背すじ伸ばし、部分伸ばしのみ、 
3段階に調節でさます。 



使い過ぎを防止する 
ためにタイマーが 
内蔵されています。 


参お好み動作などをご使巧 
の場合、動作ボタンを巧 
してか日約]已分でタイ 
マーび働いて、自動的に 
停止します。 

※続けてご使用の場合は 

10分じ(上休憩ずること 
をおすすめします。 


使いかた 
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使いかた 


下半身をお好み動作で7ツサ-ジ 


<EP 1280 のみ > 



^ten P. 13で椅子の調節をしたあと 

[切/入]を巧す 

•脚/入]ランプび,ななします。 


1脚ストレッチ 
切/入 


弱〇 〇 〇強! 

脚マッサージ 





Panasonic / / 5 帥 

iP じ BO /</ 

ッザ ー!^^ 憂 

む < みびちで疲れた脚の疲れを、 
む地よくやね5げたし巧に… 

脚を末端からしぼり上げるよラに 
じっくりもみあげる動作でマッサ 
ージします。 

ストレツチで脚の疲れをほぐした 
いちに… 


脚を エアーで つかんだ 
あと脚のせ台びマツ 
サージポジションから 
約1己。下びり、軽く約1已。 
ストレツチします。 





脚マッサージボタンを巧し、 
マッサージをはじめる 

♦強さ表示ランプび表示されます。 

け刃期設定は「中」） 


お巧みに合わせて 

Step くり返し巧して強さを調節する 


ぶ 


♦3 段階に調節でさます。 
♦巧すごとに強さ （弱〇 
切り替わります。 

弱中 

) —►〇— 


>強） び下記のよラに 


強 


ご 



S 蒼 
1 


脚のせ台び約30° 
まで上びったあと再 
び約20°下びり、 
しっかりストレッチ 
しよ9 0 



切※（消灯） 

※脚マッサージのみご使用の場合は「切」び省かれます。 

脚ストレッチをする 

♦脚ストレツチ]を巧すごとに脚ストレッチ切/入び 
切り替わります。 


マッサージ終了後、自動的に停止 

♦マッサージを開始してから約]已分で自動的に停止します。 
♦脚のせ台び自動的に下びります。 

♦再度ご使用される場合は[切/入]を巧してください。 
♦続けてご使用の場合は] 0分 LU 上休憩することをおすすめ 
します。 


脚のせ台び約30° 
に戻ります。 



足 裏 指圧シートについて 
(出刷きに本做こ装着されています） 


足裏指圧シートは着脱することができまず。 

開口部 




透中でお了したいとを 

[切/入]を巧す 

♦エアーびあけ切るまでかし時間び掛かります。 
(脚/入]を巧したあともエアーびあける音びします） 


ただちに停止したいとを 

[停山を押す 

すべての動作びその場で停止します。 


取り付けるとをは 

足裏指圧シートの向さと左ちにを意して、 
開口部か日挿入してください。 

(左足用）（ち足用） 


突起側び上 

t^Pu — 。 f \ — 

左足用 

〇 〇 一 
。。©。管’ 

〇@〇 巧 


ホを用 wmiooi 
前0^0 C 
front (ピ^ 0 

〇 〇 〇 ° 

ミが 


U 减 * 


«减 

.な* . 


<足先側;) 


^かかと側） 
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7ッサージが 終わった目 


椅モを元に戻す 


s^P 安全を確認する 



S ぶ P 背もたれを元の位置に起こす 




吕回押ず 


自動で U クライニングび 
戻りまず。 

U クライニングボタンで 
起こすこともできます。 
(tt^P.13 参照） 


S 接 操作器を操作器ケースに 
W 誦する 



戻す 



電源を切る 



Step 


電源スイッチを「切」にする 


s；IP 施錠スイッチを「亂にして 
b 施錠キーを巧く 

s^P 電源プラグを巧く 

S 厚 子供の手の届かない場所に 
M 施錠キーを保管する 


A 警告 


»使用後は必ず電源スイツチを「切」にし、施錠スイツ 
チを r 閉」にし、施錠キーを巧く。 

守らないと子供のいたず日による事故やけびの 
おそれびあります。 


A 注意 


•電源プラグを巧くとさは、電源コードを持たず、 
必ず電源プラグを持って弓I去巧く。 

守日ないと感電やシヨートのおそれびあります。 


•使用時に(列は電源プラグをコンセントから巧く。 

ホコ U や湿気で絶縁劣化になり、漏電火災の原因になります。 


•施錠キーは、子供の手の届かない場所に保管ずる。 

守 b ないと誤飲やいたずらによる事故やけびの 
おそれびあります。 


使いかた 
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お手入れ/ Q&A 


お手入れ 


A ま后、 


• お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから巧く。 

守日ないと感電ややけどのおそれびあります。 

V_ 



合ぶ辟部分 


柔らかい乾いた巧でふく 

•市販のレザーお手入れ用品（化学ぞうをん、薬品など）は 
使用しないでください。 

合成皮革び変あするおそれびあります。 

• 巧れびひどい場合は、じ TF の手順でふきとってください。 

① 水 または中性洗剤をめるま湯で3〜已％位に 
うすめたものに、柔日かい巧をひたし、よくしぼる。 

② 表面をたたくようにふく。 

③ 水を含ませた巧をよくしぼってから、 

洗ミき液をふさとる。 

も柔日 かい乾しすこ布でふく。 

⑥ 自然乾燥させる。 

•巧れび落ちにくい場 S ホ、市販の「メラミンフォーム材質のスポンジ」で同様に中性洗剤を含ませふき取ってくださし、。 
• ドライヤーなどで急激に乾燥させないでください。 

• 合成皮革部に色び移ることびありまずので、ジーンズや色柄ものなど、色落ちしやずいを類でのご使用はごま意くださし、。 
•変色の原因になりまずのでビニール製品などを長時間接®6させないでください。 

•シンナーやベンジン、アルコールは絶対使用しないでください。 



パイプ/プラスチック部分 I 巧巧部分 


ぷ 中性洗剤を含ませた巧をよく絞ってからふく。 

# 仕上げに水を含ませた巧をよく絞ってからふく。 

※操作器をお手入れずる際は、特によく絞って 
か5ふ< よラにして < ださい。 

S 自然乾燥させる。 

•シンナーやベンジン、 アルコールは 絶が使用しない 
でください。（変色したり、割れび発生するおそれ 
びあります。） 



中性洗剤 


水 


ぷ 中性洗剤を含ませた巧をよく絞ってからふく。 

# 特に巧れがひどい場合は、中性な剤でブラシ洗をずる。 

(こすりすざると、布地をいためることびあります。） 

@ 水を含ませた巧をよく絞ってからふをとる。 

^ 自然乾燥させる。 

•シンナー やベンジン、 アルコールは 絶対使用しなし、 
でください。（変色したり、割れび発生するおそれ 
びあります。） 



水 
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自動コースのおおまかな内容 让半身) 


ソフト指巧 





會 






首か5腰まで 
を体のにソフ 
卜指圧で刺激 
します 


首肩をじつく 
りソフト指圧 
で刺激します 


腰を重点のに 
挟み込むよう 
にさす0まず 


首か日腰まで 
じっくりボイ 
ントをたたさ 
で刺激しまず 


首の付け根を 
じつぐ D ソフ 
卜指圧で刺激 
しまず 


首か日腰まで 
じっくりをみ 
とたたさでほ 
ぐしまず 


肩上、肩甲骨 
①周囲、背ず 
じのポイント 
をたたさまず 


仕上げにを身 
ををみほぐし 
まず 



首か5腰まで 
を体のに広く 
さずるよラに 
ほぐします 


I 

JL 

瑜 

期 應 


首肩をゆつ< 
り念入りにを 
みほぐします 


腰を重点のに 
円を巧く様に 
さずります 


iU4 


首か日腰まで 
順まにらみほ 
ぐしまず 




首肩をリズ5 
カルに念入り 
にちみほぐし 
ます 



腰、背中を U 
ズミカルに巧 
み込むように 
さずります 


をを 

m 


首肩をゆつく 
り念入りにち 
みほぐしまず 



仕上げにを身 
を広くさすり 
まず 


スツキ U 


首か5腰まで 
ゆっくり背ず 
じを伸ばしま 
す 



首肩の付け根 
をゆっくり巧 
していをます 



首か5腰に向 
け背骨関節を 
動かすよ5に 
こねほぐしま 
す。 



首か6腰に向 
け背すじを交 
互に巧してい 
さます 



腰か S 首に向 
け背中をちみ 
ほぐしていさ 
ます 



腰か6首に向 
け背すじを指 
圧していきま 
ず 



背ずじを細か 
く上下にねり 
こんでし)さま 
す 



首か5腰に向け 
背ずじを交互に 
巧しなび6指圧 
していをまず 


クイック已分 









首肩をゆつく 
りをみほぐし 
まず 


を身をリズミ 
カルにちみほ 
ぐしまず 


首肩を|」ズ~ 
カルに念入り 
にちみほぐし 
まず 


腰を重点のに 
円を描くよう 
にさす0まず 


腰を重点的に 
挟み込むよ5 
にさずります 


肩上、肩甲骨 
の周囲、背ず 
じをたたさほ 
ぐしまず 


を身を広< リ 
ズミカルにた 
たをほぐしま 
す 


首の付け根を 
じつく0とほ 
ぐしまず 


お手入れ/ Q&A 
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お手入れ/ Q&A 


〇片足だけ入れて脚のエアーマッサージは 
\使用できるの？ 

长 使用できまず。 

ただし、片足だけの場合、足を入れていない側の空気 
袋に エアーび をくはいってしまうために、 エアーの 強 
さ（圧力） び 弱くな りまず。 


Q 脚のマッサージ位置が合わないのでずが？ 
A 微調整ずることが可能です。 

CS = P .1 5参照 


Q 自動リクライニング 

しない場合がありまずか？ 

户 ありまず。 

•マツサージポジシヨンより背ちたれび倒れ、脚のせ台 
び上びっている場合は自動リクライニングしません。 
(背ちたれ、脚のだ台それぞれ自動 U クライニングします） 
•下半身の みを お好み動作でご使用される場合ち自動 
リクライニングしません。 


〇マッサージが終了したとき、背もたれび自 
^動で起きる場合と起きない場合がありまず 
がなぜでずか？ 

^終了方法によりみ定されます。 

• [切/入]ボタンで終了した場合は、背ちたれは自動的 
に起きまず。 

• [停山ボタンで使用した場 S ホ、即時に停止させる 
ため自動的に起をません。 

• 1已分タイマーで自動のに終了した場 S ホ、安全び確 
認できないため背もたれは自動的に起きません。 


Q&A 


Q 病気で通院しているけど、 

使ってもだいじようぶ？ 

A 通院先の医師と相談のうえ、 

A 使用してください。 

マッサージは「触圧刺激」といって、筋肉に圧力をか 
けてほぐし、血行を促進ずる行為でず。病気によって 
は、悪化を招く可能性もありまずので、必ず医師に相 
談してください。 D ^ p .4 〜已参照 



〇をちの強さが異なるように 
乂 感じるけどだいじようぶ？ 

\構造上やむをえず異なって 
A 感じる場合がありまず。 

より自然な感覚でマッサージを巧うために交互たたを 
機構を採用している関係で、やむをえずもみ玉の位置 
びずれて動作ずることびありまず。そのため左ちで強 
さが異なって感じることびありまずび、故障ではあり 
ません。 


Q より強くマッサージずる 
方法はありまずか？ 

A 次のことを試してください。 

•背クッションを椅モ①うしろにはね上げる。 

•背をたれを倒ず。（もみ玉に自分の体重び、より深く、 
強くかかるようになります） 

•深く腰かけ、体をしっかりと背もたれに密着させる。 


作 曽差が 

動 り間化曰 

に 切時}と、 

ぐ になん一，り 

ず ぐかせッお 

ち ずずをピて 

て 、ねりピし 

し？ は{あピ達〇 

をび て。は■-でん 

節すつ ずでてませ 

調で よま常し点ま 
ののに り異押巧を 
どい グあ、を限で 
なな ンびびン、節 
さ5 S とず夕は調 
速曽イ こまボき上 
•り 夕 S り、と拟 
置 切ず なあたるれ 
位が 押らびま鳴そ 

Q A 
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Q タイマー機能はついていまずか？ 

^ ついていまず。 

約1已分でタイマーが切れ、ちみ玉び上部に移動して収 
納状態で止まり、操作器の各ランプび消え、脚のせ台 
が自動的に下びります。 

再度ご使用のときは、脚/入]ボタンを押してくださし、。 
※エアーマッサージも約1已分でタイマーび切れまず。 

《1已分使用した;会は10分程休みましよう。 

※旧吕回まで （30 分）を目まにご使用ください。 

Q 操作器の カバーび とれて 
しまつたけど、直りまずか？ 

も 下記の手順で取付けてください。 

〇 操作器のカバーの左下部突起部を 
操作器の溝に合わせる。 



© 操作器のカバーの左上部突起部を 
操作器の溝に合わせ 
矢印のち向へ巧し込む。 



Q 1力ちの電気代はいく5でずか？ 

A 1日 3 0分り 5 分 X 2 卽で毎日 
A 使用した場合で約30円/ちでず。 

(新電力料金目安単価22円 /kWh (税込）で計算) 


Q ホットカーぺットを椅子の下に 
敷いてもいいでずか？ 

A 义災のおそれびあるので、 

A おやめ< ださい。 

ホットカーぺットの発熱体を痛め、そこか5义災になる 
おそれがありまず。 


Q 足裏指圧シートを取り外ずことは 
でさまずか？ 

A 取り外しできまず。 

b ： S = P .18 参照 


お手入れ/ Q&A 
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お知 5 せ 


脚奪かな？と思ったとを 


症 状 


もみ玉が途中で止まる 
(操作器の動作表示部やボタンが 
ずべて点滅して消なずる） 


リクライニングびでさない 
脚のせ台の上げ下げができない 
(操作器の動作表示部やボタンが 
ずべて点滅して消なずる） 


ちみ玉が肩や首の位置まで来ない 


左ちのちみ玉の高さげ異なる 


自動コースでマッサージを 
スタートしてちリクライニングしない 

(自動リクライニングしない） 


リクライニングが自動で戻らない 


「□ミ□ミ」から「さずり」に 
切り替わ5ない 


動作しない 

(電源び入6ない) 


マッサージ停止後に再度[切/入]を 
押してち電源が入らない 


破損してしまった 


電源コード、プラグび異常に熱い 


原因と処置 


ご使用中、無理に力がかかった場合、安全のために 

もみ玉の動きげ止まることげあります。 

表示部やボタンびずべて点滅してちみ玉の動をが停止した場合、本体 
の電源スイッチを一度切り、約10砂後に再度「入」にしてか己操作し 
て < ださい。 

再度止まる場合は、体を浮かし気味にしてご使用ください。 

(特に体重1 00 kg け上のちがご使用になるときはごを意ください。） 

障害物にあたるなど、ご使用中、無理に力びかかった場合 、を全のため 

に動作が止まることびちりまず。 

表示部やボタンびずべて点滅して背もたれ、または脚のせ台び停止し 
た場合、本体の電源スイッチを一度切り、約10秒後に再度「入」にして 
か5操作してください。 

肩位置び合っていない。 已参照 

交互たたき機構を採用しているため、やむをえず発生ずるもので故障 
ではありません。 



背もたれや脚のせ台の位置（角度）により自動リクライニングしない 
場合びありまず。 D ^ P .22 参照 


タイマーび働いたときや隐停山を巧して,終了したときは自動で戻りま 
せん。 （ U クライニングを戻したい場合は脚/入]を吕回巧してくださ 
し、。） D ^ P .23 参照 

もみ玉に体重を掛けていなし化動作び切り替わりにくい場合びありまず。 
もみ玉に体重を掛けてください。 

• 電源プラグび巧けている。 D ^ P . 12参照 

• 本体の電源スイッチび「切」になっている。 

• 操作器の脚/入]を巧したあと、コースボタンや動作還択ボタンを巧し 
ていない。 D ^ P . 14、16、18参照 

• 終了処理中（約已秒間）のため[切/入]を受けつけない場合びありまず。 
ずべての動作び終了して、約已秒 lU 上たってか6 [切/入]を巧してくだ 
さい。 
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ただちに使用を中止 


お願い 

このような場合、事故防止のためおず 
版売店または r 修理ご相談センター」に 
ご相談ください。 


愛情点検 


口 


★長年ご使用のマッサージチ;！;アの 
点検をぜひ！ 


このような症状はありませんか？ 


• コードや電源プラグが異常に熱し>。 
• 動作中に異常な音、振動びある。 

• スイッチを入れてを、時々運転しない 
ことがある。 

* 本体び変おしたり、こげくさい臭い 
がずる。 


お願い 


事故防止のため、使用を中止し電源 
プラグをコンセントか5巧いて、必ず 
販売店に点検をご相談ください。 


使いかたによりますび、目安として1曰30分の 
ご使用で1〜2年程度に1度点検していただきまずと、 
より長ぐ陕適にご使用になれまず。 


A 警告 


>絶対に改造しない。また、ご自分で分 gg したり、 
修理をしない。 

発火したり、異常動作して、けびをずるおそれ 
びあります。 


广 


A 注意 


■動かない場合や、異常を感じたとさは使用を 
中止し、ずぐに電源プラグを巧いて点検修理を 
依頼ずる。 

守らないと感電や発火のおそれびあります 。 J 


動作中発生する音や感覚について 

ご使用中に下記のよラな動作音や感覚がありますび、構造上発生ずるちのですので異常ではありません 


• 動作時にちみ玉び生地のシワを乗り越えるときの音-感覚 
(ポコン音•カクン音） 

•もみ•たたき動作などの動作音（カタカタ音•ゴトゴト音） 

• もみ玉動作時のキシ2音（キシキシ音） 

• 上下動作時の動作音（カタカタ音） 

• ベルトの回輯音（シュルシュル音） 

• モーター音（ウォーン音•ウィーン音•ジー音） 

• をみ玉『巧し』 から 『引き』に変わる際の音（カクン音） 

* 着座時の音（ギュッ音） 


•リクライニング時のひじ掛けと背クッションのこずれ音 
(ギュー音） 

• ちみ玉と巧のこずれ音（ギュッギュ音） 

• エアーの 加圧動作音 （ブー 音） 

• エアーの排気音（シュー音•スー音） 

•脚のせ台のガタつき 

• 座面下か S のポンプ動作音（ウーン音•ブーン音） 

• 座面下か S のバルブ動作音（コツ音） 

• 脚ストレッチ、動作時カクン音 


点検後なお異常がある 


お知5せ 


2已 
























































お知 5 せ 


再旧包のとま 


定格•仕様 


背ちたれを巧りたたむ 

/- 

A ま后、 



♦巧りたたみ時は、座面、ひじ掛け、背らたれ、脚のせ台 
などの本体ずき間、本体と巧との空間、巧りたたみの稼 
動範囲などに、人や物を入れない。 

はさまれてけびをするおそれびあります。 


♦巧りたたんだ状態で電源を入れたり動作させない。 

はさまれてけびをするおそれびあります。 

♦巧りたたんだ状態で 裏 カバーの上に乗ったり、物を置い 
たりしない。 

本体び破損したり、けびをするおそれびあります。 


• ままに背らたれの巧りたたみを行なうために、必ず2人 
U 上で作業してください。 


s ^ P 電源を切る 


上部収納位置でもみ玉び停止している状態で 
( [切/入]ボタンで マツ サージを終了する） 

① 電源を r 切」にずる 





S 备 P 背クッション•枕を本体か5 
取りがす 


s ^ P ひじ掛けを本体か5取り外す 

P .11 ①「ひじ掛けを本体に取り付ける」を参照し、 
逆の順番で取りがず 


s ^ P 背もたれを巧りたたむ 

① ドライバーを背ちたれストッパー巧の上端か5 

約 4 cm 差し込む（背もたれストッパーに当たるまで） 

③ ドライバーを斜め上か5押し込むように約2.已 cm 巧し 
下げると背ちたれストッパーび解除される 

③背 もたれを倒しはじめた5ドライバーを巧く 

※背ちたれと座面の間に操作器やコードを挟まないよラ 
注意してくださし、。 



※椅モを移動させるときは、背もたれを巧りたたむ前に 
(起こした：!犬態で）移動ずることをおずずめしまず。 
巧りたたんだ状態では、背もたれが固定されてお!5ず 
不ま定でず。 


販 売 名 

マッサージチェア EP 1280 

マッサージチェア EP 1080 

使用 

電源 

交ミ巧10 0 V 已 0- 已 OHz 

消費 

電力 

90 W (操作器で「切」のとさ約 7 W ) 

90 W (操作器で「切」のとを約 7 W ) 

類 

別 

機械器具77バイブレーター 

一般的名称 

家庭用電気フッサー、ジ器 （ JMDN コード34巨巨 2 QQQ ) 

医療機器の種類 

管理医療機器 

医療機器認証ま号 

2 19 AKBZX 00 133000 

2 19 AKBZX 00 134000 


臟範囲让下ち向） 

約己7.已 cm (ちみ玉移動距離約已3.己 cm ) 


麵範囲曲ち向） 

もみ動作時のもみ玉間隔（首•肩•背•腰部）： 約 6 cm 〜約] 8 cm 


上下移動速さ 

約20秒〜約35秒で1往復 

上半身 

7ッサージ 

マッサージ速さ 

もみ/おし： 約20〜約30回/分 
さすり/□ミ□ミ： 約30〜約已□回/分 

ソフト指圧： 約1已〇〜約210回/分(片側） 
たたき： 約230〜約3加回/分(片側） 


上下移動距離 

背ずじ伸ばし： 約已3.已 cm の範囲で上下ち向に自動反復 
部分伸ばし： 約] S . Ocm の範囲で上下方向に自動反復 


マッサージ幅 

背ずじ伸ばしほ B 分）•ソフト指圧•たたき時： 約 6 cm 、 約] 2 cm 、 約] 8 cm 
上記しソ外施療範囲（左ちで向）と同じ 

エアー 
マッサージ 

エアー圧力 
(ふく 5はざ） 

強： 約 27 kPa 
中： 約 20 kPa 
弱： 約11 kPa 


リクライニング角度 

背ちたれ： 約] 2□度〜約] 7□度 脚のせ台： 約□度〜約目□度 

タィ 

7 - 

約1已分（クイック已分コースは約已分）で自動で切 

大ささ 

U クライニング 
していないとさ 

高さ約1 lOcmx 幅約 74 cm 

X 奥行約1 20 cm 

高さ約1 lOcmx 幅約 74 cm 

X 奥行約1 07 cm 

リクライニング 
したとさ 

高さ約日1 cmx 幅約 74 cm 

X 奥行約1 68 cm 

高さ約61 cmx 幅約 74 cm 

X 奥行約1已已巳 m 

質 量 

約已 9 kg 

約已 4 kg 

張 

地 

合成皮革 

製造販売業ち 

パナソニック電工株式会社 

滋賀県彥根市岡の33番地 

製造 

業ち 

1 くナソ-ック電工上ミ毎有限公司中華人民共和国上海市松江工業区江田ま路2已8号 


EP 1280 


EP 1080 


使用時 
本体寸法 


ひじ掛け幅 



奥行を 
約12日 cm 


ひじ掛け 
高さ 

約己 7 cm 



背ちたれ 
高さ 

約11 0 cm 



高さ 

(枕をつけた状態） 
約61 cm 


約日日 cm 


接地するパイプ部の奥行き 
約 80 cm 


奥行さ（脚のせ台び下びった状態） 
約1己 0 cm 

奥行を（脚のせ台び上びった状態） 
約1 68 cm 

-脚のせ台の倒れ量 

約 8 cm 


ひじ掛け幅 



奥行さ 
約1 07 cm 


ひじ掛け 
高さ 

約已 7 cm 



背をたれ 
高さ 

約11 0 cm 



高さ 

(枕をつけた状態） 
約目1 cm 


奥行さ（脚のせ台び下びった状態） 
約1 37 cm 


奥行さ（脚のせ台び上びった状態） 
約1 55 cm 


約巨已 cm 


接地するパイプ部の奥行き 
約 80 cm 


捆包時 
本体寸法 

■ 背ちたれ ■ 
巧りたたみ式 



高さ約7 1 cm 




高さ約7 1 cm 



奥行き約]日1 cm 


お 

知 

ら 

せ 


26 


27 












































































































































































































お知 5 せ 


偏正とアフタ-サ-ビス (よくお読みください) 


修理 • お取り扱い • お手入れなどのご相談は… 
まず、お買い上げの販売店へお申し付けください 


相談先がなくお困りの場合は… 

• 修理は、サービス会社•販売会社の r 修理ご相談セン 
夕一」へ！ 

• 使いかた•お買い物などのお問い合わせは、「お客様 
ご相談センター」へ！ 

■保証書（別添付） 

お買い上げ曰•販売店名などの記入を必ず確かめ、お 
買い上げの販売店からお受け取りください。よくお 
読みのあと、保管してください。 

保証期間:お買い上げ曰か 5 本体 1 年間 

但し一般家庭用!;(外（例えば業務用など）に使用さ 
れた場合は保証期間内でち有料とさせて頂さます。 


■補修用性能部品の保有期間 I 巨年 I 

当社は、このマッサージチェアの補修用性能部品を、 
製造打ち切り後6年保ちしています。 

ま）補修用性能部品とは、その製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品です。 


修理を依頼されるとを 


24ページの「故障かな？と思ったとさ」の表に従っ 
てご確認のあと、直らないとさは、まず電源プラグ 
を巧いて、お買い上げの販売店へご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容 

•製品名 •品番 •お買い上げ曰 

-故障の状況（でさるだけ具体的に） 

• 保証期間中は 保証書の規定に従って、修 I 里をさせ 
ていたださます。 

• 保罰期間を過ざているときは 修理すれば使用できる 

製品につい口ま、ご要望により修理させてしすこだきます。 
下記修理料金の仕組みをご参照のうえ、ご相談ください。 
• 修理料金の仕組み 修理料金は、技術料•部品代•出 
張料などで構成されています。 

肢は、診断•故障個所の修理および部品交換- 

- 調整•修理完了時の点おなどの作業にか 

かる費用です。 

厨晶?巧は、修理に使用した部品および補助材料代 
です。 

亟は、製品のある場所へ技術ちを派遣する場 
合の費用でず。 


地球の環境保護のため、廃棄ずるときはそのまま放置しないで各自治体の取りミ夫めにしたがってください。 


ノけソニック電工お客様ご相談窓□のご案内 


修理-お手入れ-お取扱い-工事などのご相談は、まずお買い求めの販売店-工事店へお申し付けください。 


•乾居や贈答品などでお困りの場合は、商品名•品番をご確認の上、下記窓口へ 


ごを意•©印は大阪へ自動転送になり、拠点から大阪までの転送通信料は鮮社負担です。 
•所在地、電話番号、受付時間などが変更になることがあります。 


ご相談窓□におけるお客様の個人情報のお取り扱い 

バナソニック電工株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認 
などのために利用し、その記録を残すことびあります。また、折り返し電話させていただくときのため、ナンバー'ディ 
スフレイを採用しています。なお、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除き、 
第云ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


化壬 ll V c がぼえのため、記入、 

お買い上げ日 

年月 曰 

品番 

EP1280 • EP1080 

设利ク r U れると便利です j 

販売店名 

( ) - 


使いかた-お買い物などのご相談 


パナソニック お客様ごホ目談センター 
365日/受付別寺〜吕〇時 

電話？衣ル函。0120-8 7 8-365 

■携帯電話- PHS でのご利用は… 06 - 6907-1187 

FAX g 技ル函。0120 -878-236 

Help desk for foreign residents in Japan 
Tokyo (03)3256-5444 Osaka (06)6645-8787 
Open : 9:00-17:30 (closed on Saturdays/Sundays/national holidays) 


修理*部品などのご相談は 


修理ごホ目談センター 

(を国共通番号) SS .0570-081-365 

全国どこか5でち巿内通話料金でご利用いただけます。 

3巨己日/受付日時〜2□時 

ただし、携帯電話‘ PHS 等は下記の電話ま号へおかけくださし、。 

〒己7 1-8 朗日大阪肺情市門真1048 
大阪巧0巨-巨 906- 1090 I けソニック電エテクノサービス(株） 
ネし幌巧01 1-261 -640 1 爲ちち匡 巧□已吕-已已1 -7900(1) 
東京巧03-日 392-7190® 福岡巧 092-622-0 日31嚴 


パナソニック株式会社 

製造元ノ \°ナソニック電工株式会社ヘルシー•ライフ事業部 

〒巳 22-8 已20滋賀県彦根市岡町33ま地 
© Panasonic Electric Works Co ., Ltd . 2008 
J け■ソニックホームぺージ http :// panasonic . jp / 
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